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府
内
の
救
急
病
院
と
高
速
ネ
ッ
ト

緊
急
時
に
専
門
医
の
適
切
な
医
療

は
仙
台
市
の
D
M
A
T
の

拠
点
で
情
報
を
収
集
し
て
、

対
策
本
部
の
指
示
で
津
波

に
よ
っ
て
孤
立
し
て
し
ま

っ
た
石
巻
市
立
病
院
で
の

救
護
活
動
に
当
た
り
ま
し

た
。
2
、
3
日
目
に
手
術

が
必
要
な
人
な
ど
を
治
療

の
で
き
る
病
院
に
運
び
ま

し
た
。
4
日
目
に
な
る
と
、

停
電
な
ど
の
影
響
で
高
齢

者
を
中
心
に
4
人
も
の
死

者
が
出
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
、
寝
た
き
り
の
高
齢

者
な
ど
1
0
0
人
ほ
ど
の

う
ち
、
早
期
に
治
療
が
必

要
な
人
た
ち
約
50
人
を
他

の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
チ
ー
ム

と
も
協
力
し
な
が
ら
治
療

可
能
な
病
院
へ
移
送
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
災
害
で
は
阪
神

淡
路
大
震
災
と
は
大
き
く

異
な
っ
て
瓦
礫
に
は
さ
ま

れ
て
の
ク
ラ
ッ
シ
ュ
症
候
群

や
外
傷
、
熱
傷
の
た
め
に

本
当
に
緊
急
に
治
療
を
要

す
る
被
災
者
は
ほ
と
ん
ど

い
な
い
の
が
特
徴
で
し
た
。

D
M
A
T
本
来
の
活
動
と

は
違
っ
た
も
の
で
し
た
が
、

南
海
、
東
南
海
地
震
に
よ

る
大
津
波
が
予
想
さ
れ
る

だ
け
に
、
嶋
津
岳
士
セ
ン

タ
ー
長
は
「
こ
の
経
験
を

も
と
に
大
津
波
に
よ
る
被

害
に
お
け
る
救
急
医
療
の

あ
り
方
を
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

　

阪
大
病
院
高
度
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
を
救
急
医
療

支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
、
大

阪
府
内
の
救
急
病
院
と
高

速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
び
、

救
急
病
院
で
は
対
応
が
難

し
い
症
例
に
関
し
て
阪
大

病
院
の
専
門
医
が
オ
ン
ラ

イ
ン
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
事

業
が
順
調
に
動
い
て
い
ま

す
。

　

こ
の
事
業
は
厚
生
労
働

省
の
モ
デ
ル
事
業
で
、
一

昨
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
阪
大
病
院
に
は
ハ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
や
脳
卒
中

セ
ン
タ
ー
、
総
合
周
産
期

母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
を
始

め
と
し
て
、
緊
急
的
な
処

置
の
必
要
な
患
者
さ
ん
に

適
切
な
医
療
を
提
供
で
き

る
体
制
が
整
っ
て
お
り
、

そ
の
他
の
診
療
科
で
も
高

度
な
医
療
を
行
え
る
専
門

医
が
多
数
在
籍
し
て
い
る

と
こ
ろ
か
ら
全
国
で
唯
一

の
施
設
と
し
て
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て

は
、
済
生
会
千
里
病
院
、

市
立
泉
佐
野
病
院
、
星
ヶ

丘
厚
生
年
金
病
院
、
大
阪

　阪大病院が病院の基本方針に基づいた医療を適切に
行っているかを第三者機関である日本医療機能評価機
構が評価する病院機能評価が行われ、Ver.6.0での認定
証が2月4日付で発行されました。阪大病院が患者さん
のために質の高い安全な医療を提供していることを認
められたものと誇りに思っています。
　機能評価は5年ごとに行われており、今回が3度目の評価です。
電子カルテやイントラネットの充実、安全衛生管理の徹底など
を高く評価いただき、評価委員からの改善点の指摘もなく、認
定が更新されました。これからも、5年後の更新までに病院全
体として取り組むべき課題を自己評価し、更なる基盤整備に努
めて、患者さんにとってより良い病院を目指していきます。

阪
大
の
２
チ
ー
ム
が

被
災
地
で
救
護
活
動

「
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
」「
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
」

医
師
ら
計
10
人
、東
北
に
派
遣

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
地
域
で
の
医
療
支

援
活
動
を
す
る
た
め
に
、
阪
大
病
院
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
医
師
ら
が

中
心
と
な
っ
た
災
害
時
に
お
け
る
初
期
の
重
症
患
者
の
診
療
、
搬
送
を
す
る

D
M
A
T
（
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
）の
阪
大
チ
ー
ム（
医
師
2
人
、
看
護
師

2
人
、
事
務
職
員
1
人
）と
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
チ
ー
ム（
医
師
2
人
、
看
護
師
、

操
縦
士
、
整
備
士
各
1
人
）の
2
チ
ー
ム
が
3
月
12
日
か
ら
15
日
ま
で
東
北
地

方
で
救
護
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

ら
で
編
成
さ
れ
、
伊
丹
空

港
か
ら
自
衛
隊
機
で
現
地

へ
向
か
い
ま
し
た
。
岩
手

県
・
花
巻
空
港
に
設
け
ら

れ
た
治
療
で
き
な
い
患
者

さ
ん
ら
を
遠
隔
の
病
院
な

ど
へ
搬
送
す
る
た
め
に
重

症
度
を
判
断
す
る
施
設

（
S
C
U
）で
活
動
を
し
ま

し
た
。
S
C
U
か
ら
は
羽

田
空
港
と
千
歳
空
港
へ
重

症
と
判
断
さ
れ
た
数
人
ず

つ
を
搬
送
し
ま
し
た
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
チ
ー
ム

　

阪
神
淡
路
大
震
災
以

後
、
セ
ン
タ
ー
の
医
師
、

看
護
師
は
D
M
A
T
研
修

を
受
け
て
、
災
害
派
遣
に

備
え
て
き
ま
し
た
。
現
在
、

D
M
A
T
と
し
て
出
動
で

き
る
医
師
は
11
人
、
看
護

救
急
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー

を
要
す
る
症
例
で
あ
り
セ

ン
タ
ー
の
存
在
意
義
を
裏

付
け
る
も
の
で
し
た
。
今

年
度
末
ま
で
の
モ
デ
ル
事

業
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の

実
績
か
ら
救
急
医
療
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
シ
ス
テ
ム
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

試
行
期
間
の
昨
年
7
月

末
ま
で
に
11
件
の
相
談
が

あ
り
、
本
格
運
用
が
始
ま

っ
た
昨
年
8
月
か
ら
今
年

3
月
末
ま
で
に
40
件
の
相

談
が
あ
り
ま
し
た
。
い
ず

れ
も
、
高
度
の
専
門
知
識

師
が
7
人
お
り
、
現
地
で

の
宿
泊
や
食
事
、
情
報
伝

達
や
輸
送
の
手
配
な
ど
の

支
援
を
す
る
事
務
員
も
4

人
い
ま
す
。

　

今
回
の
D
M
A
T
チ
ー

ム
も
研
修
を
受
け
た
医
師被災地に飛んだドクターヘリ

ドクターヘリ内での治療

DMATによる花巻空港内のSCUでの医療活動

孤
立
し
た
石
巻
市
立
病
院

患者さんにとってより良い病院に

病
院
機
能
評
価
の
認
定
証
更
新

阪
大
病
院

高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

（
救
急
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
）

大阪府内の
救 急 病 院

患者さんの症状や
画像データを送信

専門医がオン
ラインで対応

高速ネットワーク

高速ネットワーク

医　師専門医

脳
神
経
外
科
病
院
の
4
施

設
と
の
間
を
高
速
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
結
び
、
院
内
で

は
各
セ
ン
タ
ー
に
常
駐
の

医
師
を
配
置
す
る
と
と
も

に
、
各
病
院
の
救
急
か
ら

送
ら
れ
て
き
た
画
像
を
高

品
質
で
見
る
こ
と
が
で
き

る
モ
ニ
タ
ー
を
備
え
る
な

ど
、
症
例
に
適
し
た
専
門

医
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
対
応

で
き
る
よ
う
に
設
備
を
整

え
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら

は
新
た
に
市
立
池
田
病
院

と
中
河
内
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
と
も
結
ば
れ
る
こ
と



　

阪
大
病
院
の
泌
尿
器
科

は
腎
臓
や
膀
胱
、
前
立
腺

に
関
す
る
病
気
や
男
性
不

妊
に
つ
い
て
幅
広
く
高
度

な
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
男
性
の
が
ん
の
中

で
も
著
し
く
増
加
し
て
い

る
前
立
腺
が
ん
に
対
し
て

は
あ
ら
ゆ
る
治
療
法
が
行

え
る
全
国
で
も
数
少
な
い

施
設
で
す
。
さ
ら
に
、
難

治
性
の
前
立
腺
が
ん
の
先

進
的
な
治
療
法
も
開
発
し

て
い
ま
す
。

　

前
立
腺
が
ん
に
な
る
男

性
は
食
生
活
の
欧
米
化
や

高
齢
化
に
よ
っ
て
2
0
2

0
年
に
は
1
9
9
5
年
の

約
6
倍
に
も
な
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
前
立
腺
が
ん

の
早
期
発
見
に
有
効
と
さ

れ
て
い
る
P
S
A
検
査
が

普
及
し
た
こ
と
も
増
加
に

拍
車
を
か
け
て
い
る
よ
う

で
す
。

　

前
立
腺
が
ん
の
治
療
法

は
外
科
的
な
手
術
か
ら
内

視
鏡
に
よ
る
手
術
、
放
射

性
物
質
を
埋
め
込
む
治
療

法
や
ホ
ル
モ
ン
療
法
、
放

射
線
治
療
科
と
連
携
し
て

放
射
線
を
照
射
す
る
な
ど

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

阪
大
病
院
の
総
合
周
産

期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
は

ハ
イ
リ
ス
ク
な
妊
婦
さ
ん

や
新
生
児
の
命
を
守
る
た

め
に
診
療
科
の
枠
を
越
え
、

質
が
高
く
安
全
な
医
療
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

な
ど
と
連
携
し
て
突
然
の

大
量
出
血
な
ど
で
命
に
か

か
わ
る
重
症
の
妊
婦
さ
ん

を
24
時
間
体
制
で
受
け
入

れ
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
が
ス
タ
ー
ト

し
て
4
年
に
な
り
ま
す
が
、

大
阪
府
北
部
だ
け
で
な
く

府
内
全
域
、
京
阪
神
な
ど

広
域
に
わ
た
っ
て
合
併
症

室（
N
I
C
U
）に
直
接
入

院
し
ま
す
。
重
症
な
妊
婦

さ
ん
の
救
急
搬
送
も
60
人

超
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
よ
る
近

畿
圏
外
か
ら
の
搬
送
も
あ

り
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
の
大
き
な
特

徴
の
一
つ
は
、
阪
大
病
院

が
行
っ
て
い
る
移
植
医
療

で
、
腎
移
植
や
膵
・
腎
同

時
移
植
な
ど
移
植
を
行
っ

た
後
に
妊
娠
し
た
患
者
さ

ん
の
安
全
で
安
心
な
出
産

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で

す
。
ま
た
、
心
疾
患
、
自

己
免
疫
疾
患
、
甲
状
腺
疾

患
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
な

ど
妊
娠
中
、
治
療
の
難
し

い
合
併
症
の
あ
る
妊
婦
さ

ん
が
安
全
に
元
気
な
赤
ち

ゃ
ん
を
産
め
る
よ
う
、
そ

れ
ぞ
れ
の
疾
患
の
専
門
医

と
連
携
し
、
病
気
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
を
し
な
が
ら
、

胎
児
へ
薬
な
ど
の
影
響
が

出
な
い
よ
う
に
出
産
ま
で

注
意
深
く
診
て
い
ま
す
。

出
産
に
際
し
て
は
母
体
と

胎
児
の
命
を
守
る
こ
と
が

最
も
重
要
で
す
が
、
で
き

る
だ
け
自
然
な
分
娩
が
で

　

近
畿
地
方
で
大
規
模
な

地
震
が
発
生
し
た
と
い
う

想
定
で
、
2
月
22
日
に
防

災
訓
練
を
開
催
し
ま
し
た
。

実
際
の
災
害
時
に
は
、
迅

ロ
ボ
ッ
ト
を
使
っ
た
手
術

も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
進
行
の
遅

い
が
ん
で
、
高
齢
で
見
つ

か
る
と
治
療
を
し
な
い
待

機
療
法
と
い
う
選
択
肢
も

あ
り
ま
す
。
泌
尿
器
科
で

は
前
立
腺
が
ん
の
状
態
や

患
者
さ
ん
の
希
望
に
応
じ

て
、
ほ
と
ん
ど
の
治
療
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
ホ
ル
モ
ン
療
法

が
効
か
な
か
っ
た
り
、
再

発
し
た
り
し
た
難
治
性
の

前
立
腺
が
ん
に
対
す
る
新

し
い
治
療
法
を
開
発
し
、

成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

抗
が
ん
剤
と
ス
テ
ロ
イ
ド

剤
を
併
用
す
る
療
法
で
、

リ
ン
パ
節
に
転
移
し
て
い

た
病
巣
の
縮
小
が
見
ら
れ
、

「
阪
大
レ
ジ
メ
ン
」
と
し

て
、
各
地
の
病
院
で
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
抗
が
ん
剤
と

ホ
ル
モ
ン
剤
の
合
剤
な
ど

新
し
い
薬
も
認
可
さ
れ
つ

か
か
る
な
ど
、
実
際
に
訓

練
を
行
う
こ
と
で
災
害
時

の
情
報
伝
達
の
困
難
さ
を

実
感
す
る
と
共
に
、
確
実

な
災
害
時
の
情
報
伝
達
を

考
え
て
い
く
必
要
性
も
再

認
識
し
ま
し
た
。
今
年
度

以
降
も
さ
ま
ざ
ま
な
観
点

か
ら
本
院
の
災
害
時
体
制

を
充
実
さ
せ
て
い
く
方
針

で
す
。

防 災 訓 練
想定し大地震

速
で
正
確
な
情
報
の
集
約

と
共
有
が
重
要
と
な
り
ま

す
が
、
本
年
度
の
訓
練
で

は
、
多
数
傷
病
者
収
容
訓

練
に
加
え
て
、
福
澤
病
院

長
を
本
部
長
と
し
た
災
害

対
策
本
部
を
設
置
し
、
院

内
の
情
報
を
集
約
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
訓
練
も

行
い
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
各
病
棟

か
ら
被
災
状
況
、
入
院
患

者
さ
ん
の
安
否
確
認
、
空

床
数
を
把
握
し
て
災
害
対

策
本
部
に
伝
達
す
る
こ
と

と
し
、
手
術
部
、
輸
血
部

か
ら
も
被
災
状
況
、
緊
急

手
術
や
輸
血
に
対
応
可
能

か
否
か
と
い
っ
た
災
害
時

に
必
須
の
情
報
伝
達
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

　

各
部
門
か
ら
は
F
A
X

を
用
い
て
情
報
を
発
信
し

ま
し
た
が
、
F
A
X
の
回

線
が
込
み
合
っ
て
時
間
が

福澤病院長を本部長とする災害対策本部 傷病者のトリアージ（緊急度、重症度の判定）を行う医療チーム

母子が触れ合える新生児集中治療室（NICU）でのケア

き
る
よ
う
に
努
め
、
帝
王

切
開
率
は
3
割
程
度
で
す
。

　

ま
た
、
最
新
鋭
の
4
D

超
音
波
診
断
装
置
を
導
入

し
て
お
り
、
妊
婦
さ
ん
の

検
査
で
い
ち
早
く
胎
児
の

疾
患
が
発
見
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

疾
患
が
わ
か
れ
ば
、
小
児

科
医
を
中
心
に
胎
児
の
治

療
を
行
い
な
が
ら
、
出
産

ま
で
無
事
に
育
て
、
出
産

後
は
小
児
外
科
や
脳
神
経

外
科
、
心
臓
血
管
外
科
な

ど
と
連
携
し
て
手
術
を
行

い
小
さ
な
命
を
救
っ
て
い

ま
す
。

　

母
と
赤
ち
ゃ
ん
に
優
し

い
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
て

い
る
点
も
大
き
な
特
長
で

す
。
出
産
後
は
母
子
同
室

と
し
て
、
母
乳
で
育
て
る

こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま

す
。
早
産
児
や
手
術
が
必

要
な
新
生
児
は
N
I
C
U

で
ケ
ア
を
す
る
の
で
す
が
、

母
と
子
を
隔
離
す
る
の
で

は
な
く
、
毎
日
、
午
後
に

は
触
れ
合
う
機
会
を
設
け

て
い
ま
す
。

前
立
腺
が
ん
に
高
度
な
治
療

つ
あ
り
、
前
立
腺
が
ん
の

治
療
は
さ
ら
に
進
歩
し
て

い
ま
す
。

　

阪
大
病
院
泌
尿
器
科
は

前
立
腺
が
ん
だ
け
で
な
く
、

早
期
発
見
さ
れ
に
く
い
腎

臓
が
ん
や
若
い
男
性
に
発

症
す
る
精
巣
が
ん
に
対
し

妊
婦
さ
ん
と
新
生
児
の
命
守
る

総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー

て
も
有
効
な
治
療
法
を
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
泌
尿
器
系
の
が
ん
は

も
ち
ろ
ん
、
前
立
腺
肥
大

や
排
尿
障
害
、
男
性
不
妊

な
ど
泌
尿
器
系
の
あ
ら
ゆ

る
分
野
で
の
臨
床
、
研
究

に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

の
あ
る
妊
婦
さ
ん
や
胎
児

に
リ
ス
ク
を
持
つ
妊
婦
さ

ん
が
受
診
し
、年
間
5
0
0

を
超
え
る
出
産
が
あ
り
、

高
度
な
治
療
が
必
要
な
新

生
児
は
新
生
児
集
中
治
療
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22011年4月25日

「いろはうた」
ベストプラクティス特別賞受賞！

　阪大病院で行っている「いろはうた」が、医療の
質・安全学会第5回学術集会でベストプラクティス
特別賞を受賞しました。
　この取り組みは昨年6月から始まり、患者さんが医
療および医療安全に、より積極的にかかわることが
できるようにお手伝いし、また患者さんと医療者と
のパートナーシップを深めることを目指しています。

　検査や治療の際
に、患者さんご自
身から名前を伝え
てもらうことな
ど、安全な入院生
活を過ごしていた
だくためのポイン
トについて、7つ

の句とイラストを作成しました。これらをまとめた
ファイルを入院患者さんにお配りし、看護師から説
明を行っています。病院全体での新しい取り組みと、
患者さんからの高い評価がこのたびの受賞につなが
りました。「いろはうた」は現在も継続中です!

市民公開フォーラム
「小児がん：生活の質の向上に取り組む」
　「小児がん：生活の質の向上に取り組む」について
のフォーラムが3月26日に開催されました。小児がん
治療の現状と課題について小児科の太田秀明講師が解
説し、次に小児がん患者の心のケアについて心のケア
チームの吉津紀久子臨床心理士から説明がありました。
　また、刀根山支援学校阪大病院分教室長の九後充
子先生とアメリカでチャイルド・ライフ・スペシャリス
トの免許を取得された馬戸史子さんから院内学級の役
割と病棟での取り組みがそれぞれ報告されました。参
加者からはそれぞれの立場から、きめ細やかな心配り
を持って子どもたちに接しているのがよくわかると、
好評でした。

ギターの調べ満喫　懐かしのメロディーも
春のミニコンサート

　春のミニコンサートが4月7日、エントランスホ
ールで行われました。大阪大学ギター部のポップと
タンゴを得意とする2チームが出演し、懐かしい曲や、
スタンダードな曲を披露しました。集まった患者さ
んらは「銀河鉄道999」「川の流れのように」「明日が
あるさ」など懐かしい曲に、しばし時間を忘れて聴
き入っていました。

新規採用職員オリエンテーションを実施
　東北・関東を襲った大震災から3週間が経ち、キ
ャンパスにもようやく春の訪れを告げる桜の花が咲
き始めた4月1日、銀杏会館ホールで、本院に新た
に採用された職員のオリエンテーションが開催され
ました。例年は看護職員だけでオリエンテーション
を行っていましたが、今年は1日の午前中に限り、
新規採用の医療技術職員と研修医にも参加を呼びか
け、総勢212人の大規模なオリエンテーションとな
りました。
　福澤正洋病院長のあいさつに続き、中島和江・中
央クオリティマネジメント部長が「医療安全管理」、
鍋谷佳子感染制御部看護師長が「感染管理」、そして、
循環器内科の山本一博特任教授は「医療人としての
プロフェッショナリズム」に関してなど、医療に携
わる者として欠かすことのできない重要な示唆を与
える講演が行われ、参加者は緊張の面持ちで聞いて
いました。

泌
尿
器
科


